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アジアを攻める！中
国
の
経
済
発
展
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。
改
革
開
放
か

ら
今
日
ま
で
の
33
年
間
、
中
国

は
年
平
均
10
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
記
録

し
、
２
０
１
２
年
に
は
1
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
６
４
０
０
ド
ル
に
達
し
た
。
そ
の
結

果
、
中
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
は
世
界
第
二

位
、
輸
出
（
貿
易
）
、
対
内
直
接
投
資
、
外

貨
準
備
額
で
は
世
界
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

た
。
こ
れ
ら
の
指
標
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

中
国
は
世
界
の
企
業
を
誘
致
し
、
中
国
で
製

造
し
た
製
品
を
世
界
各
国
に
輸
出
し
、
国
富

を
蓄
え
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
中
国
の
も
の

づ
く
り
は
著
し
い
発
展
を
見
せ
て
い
る
。
そ

こ
で
中
国
の
も
の
づ
く
り
の
実
力
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
中
国
の
も
の
づ
く
り
の
実
力
を
競

争
力
の
観
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。
中
国
機
械

産
業
の
国
際
競
争
力
は
ど
の
程
度
な
の
か

を
、
「
Ｒ
Ｃ
Ａ
指
数
（
顕
示
さ
れ
た
比
較
優

位
指
数
）
」
を
用
い
て
日
本
、
韓
国
、
台
湾

と
比
較
し
て
見
た
。
Ｒ
Ｃ
Ａ
指
数
は
１
を
超

え
た
場
合
に
は
そ
の
国
の
機
械
産
業
は
比
較

優
位
（
競
争
力
）
が
あ
る
と
み
な
し
、
１
を

下
回
っ
た
場
合
に
は
比
較
優
位
（
競
争
力
）

が
な
い
も
の
と
判
断
す
る
。
図
を
見
る
と
、

中
国
の
指
数
は
１
９
９
５
年
以
降
右
肩
上
が

り
で
上
昇
し
、
２
０
０
３
年
に
競
争
力
を
有

す
る
境
界
線
で
あ
る
１
を
超
え
、
２
０
１
１

年
に
は
１
・
５
０
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
つ

ま
り
中
国
の
機
械
産
業
は
２
０
０
３
年
に

な
っ
て
国
際
競
争
力
を
持
ち
始
め
、
そ
の
後

も
競
争
力
を
強
化
し
、
今
日
で
は
日
本
、
韓

国
、
台
湾
に
迫
っ
て
い
る
。
中
で
も
「
一
般

機
械
」
や
「
電
機
機
械
」
で
は
、
中
国
は
既

に
日
本
、
韓
国
、
台
湾
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
国
の
も
の
づ
く
り
の
現
場
を

見
る
と
、
そ
の
担
い
手
は
日
系
、
欧
米
系
、

韓
国
系
、
台
湾
系
な
ど
の
外
資
系
企
業
で
あ

る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
広
東
省
の
外

資
を
中
心
と
し
た
電
機･

電
子
、
自
動
車
な

ど
の
一
大
産
業
集
積
で
あ
る
。
珠
江
デ
ル
タ

地
域
に
は
、
キ
ャ
ノ
ン
、
ト
ヨ
タ
な
ど
外
資

セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
進
出
に
追
随
し
、
外
資

系
部
品
メ
ー
カ
ー
も
多
数
進
出
し
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
の
実
力
は
す
そ
野
の
広
い
部
品

メ
ー
カ
ー
の
存
在
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
広
東
省
で
の
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
の
実
態

調
査
を
も
と
に
、
産
業
集
積
を
形
成
す
る
外

資
系
・
中
国
系
部
品
メ
ー
カ
ー
の
勢
力
図
を

ま
と
め
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
中

国
で
は
部
品
は
機
能
、
技
術
の
両
面
か
ら
3

つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

Ａ
： 

「
安
全
」
に
関
わ
る
基
幹
部
品

　

Ｂ
： 

技
術
水
準
が
あ
る
程
度
高
い
部
品

　

Ｃ
： 

耐
久
性
が
短
い
が
交
換
す
れ
ば
使

え
る
よ
う
な
部
品

　

こ
れ
ら
３
分
類
の
部
品
シ
ェ
ア
は
、
自
動

車
の
場
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
30
％
、
20
％
、

50
％
程
度
を
占
め
る
。
競
争
力
の
視
点
で
捉

え
る
と
、
Ａ
は
日
系
企
業
が
圧
倒
的
に
強

く
、
Ｂ
は
日
系
、
台
湾
系
、
韓
国
系
、
そ
れ

に
中
国
系
を
含
め
て
競
争
が
激
し
く
な
る
分

野
、
Ｃ
は
中
国
企
業
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い

分
野
に
分
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
進
出
日
系

企
業
が
こ
れ
か
ら
中
国
で
生
き
残
れ
る
分
野

は
「
Ａ
ま
た
は
Ｂ
に
属
す
る
企
業
」
と
、
高

技
術
を
擁
す
る
「
素
材
企
業
」
と
「
す
り
合

せ
技
術
」
を
持
っ
た
企
業
で
あ
る
と
い
う
の

が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
高
品
質
製
品
の
分
野
で
日
本
企

業
は
圧
倒
的
な
競
争
力
を
持
つ
と
い
っ
て

も
、
中
国
の
も
の
づ
く
り
で
は
必
ず
し
も
す

べ
て
の
製
品
が
完
璧
な
品
質
を
求
め
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
「
ロ
ー
カ
ル
化
」
と
呼
ば

れ
る
現
地
の
需
要
に
見
合
っ
た
製
品
レ
ベ
ル

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

(

注)	

Ｒ
Ｃ
Ａ
指
数
＝
（
当
該
国
の
機
械
産
業
の
輸
出

シ
ェ
ア
）
÷
（
世
界
の
機
械
産
業
の
輸
出
シ
ェ
ア
）

中国や東南アジア地域における最新の経済情勢や
ビジネス動向を、福井県立大学地域経済研究所の専
門家に解説していただきます。
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1 中国の
「ものづくり」の実力


